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2024 年 11 月 19 日 
[配信枚数４枚] 

発信元 滋賀大学広報課 
報道関係者 各位 

 滋賀大学では、国立研究開発法人科学技術振興機構（以下、「JST」という）と連携し、教育 DX
をテーマに 「サイエンスアゴラ in 滋賀」を開催します。多様な価値観を認め合いながら、対話・協
働を通じて、未来の学校教育のあり方を考えるイベントを是非、ご取材ください。 
 
 【サイエンスアゴラ in 滋賀】 
日 時：2024 年 12 月８日（日） 13:00～17:00 
場 所：滋賀大学大津キャンパス（滋賀県大津市平津二丁目５－１） 
対象者：どなたでもご参加可能です 
      ・教員、教員を目指す学生、自治体の教育委員会の方、教育系の企業の方 
      ・教育 DX や未来の学校教育について興味関心のある方 等 
        ※お子様（乳幼児・小学生）も一緒にご来場いただけます 
参加費：無料 
 
 ［背景・目的］ 
 教育現場に新しい科学技術を導入する際には、様々な倫理的・法的・社会的課題が予見され、ま
た、実際に問題が起きつつある国や地域があります。 

こうした現状を踏まえ、この度、滋賀大学は、JST と連携し、教育 DX を推進することを目的
として、「サイエンスアゴラ in 滋賀」を開催します。 

サービス開発をする企業、学校で働く教職員及び児童・生徒等様々な立場の方にご参加いただ
き、未来の学校教育のあり方を皆様と一緒に考えていただく機会となることを目指します。 
 
 ［概要］ 

教育 ICT 関係者、学校教諭、教育委員会関係者及び研究者等様々な立場の方からご講演いただ
き、パネルディスカッションも行います。その後、意見交換会・交流会として、参加者の皆様が抱
えている課題等を共有する場を設け、コーヒーやお菓子を片手に、和やかな雰囲気の中、未来の
学校についてフリーディスカッションを行います。 

また、オンラインにて海外とも繋げ、海外事例や参加者の皆様が感じた「ドキドキ」・「モヤモ
ヤ」を紹介しつつ、ラジオ番組風のトークセッションを行います。 

対話・協働を通じて、教育 DX のあり方を考える 

サイエンスアゴラ in 滋賀を開催 
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 なお、本シンポジウムは、JST の社会技術研究開発センターが推進する 『科学技術の倫理的・法
制度的・社会的課題（ELSI）への包括的実践研究開発プログラム』に採択された「教育データ利
活用 EdTech（エドテック）の ELSI 対応方策の確立と RRI 実践」（代表者：加納圭）の一環で実
施します。 
 
 
●サイエンスアゴラとは 
JST が主催するあらゆる人に開かれた科学と社会をつなぐ広場の総称です。異なる分野・セクタ
ー・年代・国籍を超えた関係者をつなぎ、この広場に集まる人たちが多様な価値観を認め合いな
がら、対話・協働を通じて、これからの「社会とともにある科学」と「科学とともにある社会」
の実現を目指します。 
 
 

●本件に関するお問い合わせ 
 滋賀大学教育学部 担当：教授 加納圭 
 TEL：077-537-7797 E-mail：kkano@edu.shiga-u.ac.jp 

サイエンスアゴラ HP 



edtech.elsi[at]gmail.com　（[at] を @に変更してお送りください）

https:/ /forms.gle/DotnsBGuarSqN5dy5

https://www.shiga-u.ac.jp/28124/
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